
Hikawa Arena
このコーナーでは、氷川町のスポーツに関するイベントの様子や情報をお届けします。

ピックルボールの基本ルール

パドルと呼ばれるラケットと穴の空いた
プラスティック製のボールを使います。
板状のパドルを使い、穴あきのボールを
打ち合うスポーツです。

道具
パドル・ボール

気軽にピックルボールを楽しむ 生涯学習課では、ピックルボールセットを無料で貸し出しています。電話または窓口でお気軽にお問い合わせください。
問　生涯学習課 ☎0965-52-5860

コートサイズはバドミントンのダブルス
コートと同じ13.4m×6.1mです。
シングルス、ダブルスともにこの広さで
行います。

コート

必ずアンダーハンドで、ボールを打つ瞬間に手首が腰より低い位置になければ
なりません。
サーブは1回のみで、テニスのようなセカンドサーブはありません。

サーブ権のあるチームのみ
得点できます。
1ゲームは通常11点先取（2
点差が必要）で行われます。

シングルス、ダブルスともに
ありますが、ダブルスがプレ
イされることが多いです。

2バウンドルール
ゲーム開始直後のラリーには、ピックルボール特有のルールがあります。
サーブされたボールは、必ず相手のコートで1バウンドしてから返球されなけれ
ばなりません。
そのリターンボールも、必ずサーバー側のコートで1バウンドしてから返球され
なければなりません。
つまり、最初の2回の返球は必ずワンバウンドで受ける必要があります（2バウ
ンドルール）。これ以降は、ボレー（ノーバウンドで打つこと）が可能になります。

ネット両側約2.1m以内は「ノンボレーゾーン」、通称「キッチン」と呼ばれます。
このゾーン内では、ボレーは禁止されています。
このゾーンに入ること自体は問題ありませんが、ボールを打つ際や、打った後の
勢いでラインを踏んだり、ゾーン内に入ったりすると反則になります。

ノンボレーゾーン（キッチン）※右写真のピンク枠内

▲ 氷川町でいちはやくピックルボールを始
　 めたみなさんにご協力いただきました。

サーブ

ピックルボールのルールはテニスのルールをベースとしたものです。ここではピックルボール特有のルールについて紹介します。

得点と勝敗

チーム編成
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